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被災地・被災者に寄り添う視点
　

被
災
地
・
被
災
者
の
た
め
に
何

か
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
か
・
・
・
そ
の
気
持
ち
か

ら
、
義
援
金
を
募
金
す
る
活
動

や
、
支
援
物
資
を
送
る
こ
と
、
現

地
で
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
「
少
し
で
も
力
に
な
り
た

い
」
と
い
う
思
い
の
輪
が
飯
塚
市

で
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

現
地
で
は
、
全
壊
・
半
壊
家
屋

の
応
急
危
険
度
判
定
や
道
路
等
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
な
ど
に
よ

り
、
家
屋
の
片
づ
け
や
引
越
し
の

手
伝
い
、
避
難
所
で
の
支
援
や
仮

設
住
宅
で
の
支
援
な
ど
、
今
後
は

被
災
者
の
日
常
生
活
の
支
援
に

移
っ
て
い
き
ま
す
。

　

状
況
は
常
に
変
化
し
て
い
ま

す
。
「
被
災
者
に
と
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て
何
が
必

要
な
の
か
」
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過

ご
さ
れ
て
い
る
の
だ
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う
か
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を
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一
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早
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復
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を
み
ん
な

で
支
援
し
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い
き
ま
し
ょ
う
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飯塚市庄内保健福祉総合センターハーモニー管理運営受託
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飯塚障がい者居宅介護事業・相談支援事業

穂波障がい者居宅介護事業・相談支援事業

障がい者支援センター・児童デイサービス事業
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食の自立支援事業の受託運営

シルバーハウジングの受託運営

飯塚市陶芸教室受託運営
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　我が国は、少子高齢化、人口減少により単身世帯の増加、地域での支えあい機能の低下

や生活困窮者の増加と相まって社会的孤立による虐待や引きこもりなど、福祉問題が更に

多様化しています。

　国においては、近年この様な福祉問題に対応するため、社会福祉を取り巻く法改正は目

まぐるしいものがあり、とりわけ社会福祉法の改正では、社会福祉法人は、既存の制度では

対象とならない福祉サービスを実施することが求められており、福祉ニーズの担い手とし

ての役割と組織強化が図られようとしています。

　このような中、制度改正への対応と平成２７年度策定した飯塚市地域福祉活動計画の実

現に向け、行政・地区（校区）社協・自治会・民生委員児童委員協議会・ボランティア・関係福

祉団体及び社会福祉施設との協力体制を強化し、「お互いを尊重し、支えあい、助け合う協

働の地域づくり」の基本理念のもと、地域福祉のより一層の推進を図っていきます。

58.9%

10.2%

8.4%

3.2%

0.4%

5.7%

0.7%

12.5%

100.0%

飯塚市補助金収入

筑穂保健福祉総合センター管理運営補助金

受託金収入

介護保険事業収入

障害福祉サービス等事業収入

共同募金配分金収入

事業収入

負担金収入

会費収入

寄附金収入（香典返し等）

車いすテニス寄附金

その他の収入

積立資産取崩収入

前年度繰込金

　　　　収入合計

55,000

17,300

32,227

520,676

61,823

15,937

14,627

7,096

2,549

5,842

11,970

8,446

53,813

115,084

922,390

6.0%

1.9%

3.5%

56.4%

6.7%

1.7%

1.6%

0.8%

0.3%

0.6%

1.3%

0.9%

5.8%

12.5%

100.0%

人件費支出

事業費支出

事務費支出

助成金支出

固定資産取得支出

積立資産積立支出

その他の支出

次年度繰越金

　　　　支出合計

543,253

93,774

77,051

29,727

3,430

52,843

6,673

115,639

922,390

収　　　　　　入

科　　　　　目 金　額 割　合

支　　　　　　出

（単位：千円）

科　　　　　目 金　額 割　合

平成27年度  一般会計決算概要

第 3 1 号（３） 飯塚市社会福祉協議会だより 飯塚市社会福祉協議会だより2016年６月15日 2016年６月15日 第 3 1 号（２）



平成28年度飯塚市社会福祉協議会基本方針平成28年度飯塚市社会福祉協議会基本方針

介
護
保
険
課

総務係

経理係 

筑豊地区福祉人材バンク運営委託事業 

生活福祉資金貸付事業

飯塚市社会福祉センター本館・別館管理

穂波ふれあい会館管理 

筑穂保健福祉総合センター管理運営

飯塚市小型自動車競走場自動販売機設置

飯塚市庄内保健福祉総合センターハーモニー管理運営受託

権利擁護センター事業

ボランティアセンター事業

飯塚地域福祉（９地区社協）

穂波地域福祉（６地区社協）

筑穂地域福祉（１地区社協）

庄内地域福祉（１地区社協）

頴田地域福祉（１地区社協）

在宅介護支援センター運営業務委託事業

飯塚居宅介護支援事業

穂波居宅介護支援事業

飯塚訪問介護事業

穂波訪問介護事業

飯塚通所介護事業

庄内通所介護事業

筑穂通所介護事業

特別養護老人ホーム筑穂桜の園の運営

飯塚障がい者居宅介護事業・相談支援事業

穂波障がい者居宅介護事業・相談支援事業

障がい者支援センター・児童デイサービス事業

筑穂地域包括支援センター受託運営

食の自立支援事業の受託運営

シルバーハウジングの受託運営

飯塚市陶芸教室受託運営

飯塚市福祉センター伊川の郷運営

常
務
理
事

会　

長

副
会
長（
２
名
）

総
務
課

事
務
局
次
長

福
岡
県
共
同
募
金
飯
塚
市
支
会

理
事
会（
48
名
）

監
事（
２
名
）

評
議
員（
39
名
）

理
事
会（
18
名
）

監
事（
２
名
）

事
務
局
長

組織図組織図組織図 
社会福祉法人  飯塚市社会福祉協議会

平成28年度

【
執
行
機
関
】 

【
議
決
機
関
】 

【
監
査
機
関
】

業
務
担
当
委
員
会（
３
委
員
会
）

地
域
課

　我が国は、少子高齢化、人口減少により単身世帯の増加、地域での支えあい機能の低下

や生活困窮者の増加と相まって社会的孤立による虐待や引きこもりなど、福祉問題が更に

多様化しています。

　国においては、近年この様な福祉問題に対応するため、社会福祉を取り巻く法改正は目

まぐるしいものがあり、とりわけ社会福祉法の改正では、社会福祉法人は、既存の制度では

対象とならない福祉サービスを実施することが求められており、福祉ニーズの担い手とし

ての役割と組織強化が図られようとしています。

　このような中、制度改正への対応と平成２７年度策定した飯塚市地域福祉活動計画の実

現に向け、行政・地区（校区）社協・自治会・民生委員児童委員協議会・ボランティア・関係福

祉団体及び社会福祉施設との協力体制を強化し、「お互いを尊重し、支えあい、助け合う協

働の地域づくり」の基本理念のもと、地域福祉のより一層の推進を図っていきます。

58.9%

10.2%

8.4%

3.2%

0.4%

5.7%

0.7%

12.5%

100.0%

飯塚市補助金収入

筑穂保健福祉総合センター管理運営補助金

受託金収入

介護保険事業収入

障害福祉サービス等事業収入

共同募金配分金収入

事業収入

負担金収入

会費収入

寄附金収入（香典返し等）

車いすテニス寄附金

その他の収入

積立資産取崩収入

前年度繰込金

　　　　収入合計

55,000

17,300

32,227

520,676

61,823

15,937

14,627

7,096

2,549

5,842

11,970

8,446

53,813

115,084

922,390

6.0%

1.9%

3.5%

56.4%

6.7%

1.7%

1.6%

0.8%

0.3%

0.6%

1.3%

0.9%

5.8%

12.5%

100.0%

人件費支出

事業費支出

事務費支出

助成金支出

固定資産取得支出

積立資産積立支出

その他の支出

次年度繰越金

　　　　支出合計

543,253

93,774

77,051

29,727

3,430

52,843

6,673

115,639

922,390

収　　　　　　入

科　　　　　目 金　額 割　合

支　　　　　　出

（単位：千円）

科　　　　　目 金　額 割　合

平成27年度  一般会計決算概要

第 3 1 号（３） 飯塚市社会福祉協議会だより 飯塚市社会福祉協議会だより2016年６月15日 2016年６月15日 第 3 1 号（２）



　こんにちは、二瀬地区にある乙丸いきいきサロンです。
平成16年７月より月１回行っています。
地産地消で、「同じ釜の飯を食す」をテーマにしています。
　この日は、在宅介護支援センターのバイタルチェックから始ま
り、ゲームを楽しみました。それを終えるとメインの季節感じる
食事。（ピース飯、肉じゃが、きゅうりの酢物、スパサラ、漬物と
野菜たっぷりのメニューです。野菜はすべて地元乙丸食材の持ち
寄りです。一緒に食べ、笑い、しゃべり「あんたどげんしよった
ね」など情報交換や、安否確認で、安心をして一人一人のすべて
を把握する場所が、いきいきサロンです。過言かな？（＾） ＾）
みんな元気で楽しく一日でも長く地域で暮らそう〝で〟支援センターをフル活用！！
　参加者はゲームで汗出し、ボランティアの方達は食事作りで汗出し、みんなが喜んで食する顔で
「次回は何作ろうか」と地元乙丸野菜に合せたメニューを考え、気合いを入れてはげんでいます。
もう10数年も続くのかと　ざっくりと気おわずやってる　ひまわりの様な明るいサロンです。

　災害義援金は、被災された方に対して、生活再建のためのお見舞金を給付する制度で、寄せ
られた義援金は全額被災された方に届けられます。
　各都道府県共同募金会に寄せられた義援金は、被災県の共同募金会を経由し、被災県に送金
されます。
　被災県は、共同募金会や日本赤十字社等から寄せられた義援金を取りまとめ、被災県、被災
県共同募金会、日本赤十字社県支部などで構成する義援金配分委員会の決定に基づいて、被災
者に義援金を公平に配分します。
　被災者が安心できる生活を一刻も早く取り戻すため、災害義援金は役立てられています。

　平成28年４月14日以降、熊本地方を震源とした地震に
より被災されました方々に対しまして、心よりお見舞い申
し上げます。
　福岡県共同募金会飯塚市支会では、被災された方々を
支援することを目的に、義援金の受付を行っております。
　お寄せいただいた義援金は、被災地の復興を願い、熊
本県共同募金会を通じて、被災された方々へ配分されま
す。募金くださいました皆様に心より感謝申し上げます。
　５月19日現在、748,533円の義援金が集まりましたの
で全額を熊本県共同募金会に送金しました。
　引き続き義援金募金をよろしくお願いいたします。

福岡県共同募金会飯塚市支会

義援金が被災者に届けられるまで
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　去る平成27年９月19日（土）から平成28年２月17日（水）まで、23回にわたり、サン・アビリ
ティーズいいづかにて、手話奉仕員養成講座（基礎課程）が開催されました。27名の方が受講され、
修了者は19名でした。
（以下、受講生のアンケートから）
・様々な日本手話の表現方法を学ぶことができて本当に面白かったです。
・冗談や豆知識、その手話の由来などを交えての授業が面白かったです。
・丁寧に面白く教えてくださり、ろうあ者や制度の現状を
　知ることができて、とても勉強になりました。
・慣れるまで表情を表すのが大変でしたが、勉強を重ねるうちに自然と表情を表すことができるよう
になりました。

・厳しい差別の歴史などを学び、勉強するたびに聞こえない中で生活することの大変さを痛感しまし
た。これからまたもっと努力して、今までの出会いを大切にしていきたいと思います。

・どうして手話ができたのか、お話を聞いて感動しました。

いきいきサロン訪問記 乙 丸

民生委員　宇野静子

平成27年度飯塚市手話奉仕員養成講座（基礎課程）
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　こんにちは、二瀬地区にある乙丸いきいきサロンです。
平成16年７月より月１回行っています。
地産地消で、「同じ釜の飯を食す」をテーマにしています。
　この日は、在宅介護支援センターのバイタルチェックから始ま
り、ゲームを楽しみました。それを終えるとメインの季節感じる
食事。（ピース飯、肉じゃが、きゅうりの酢物、スパサラ、漬物と
野菜たっぷりのメニューです。野菜はすべて地元乙丸食材の持ち
寄りです。一緒に食べ、笑い、しゃべり「あんたどげんしよった
ね」など情報交換や、安否確認で、安心をして一人一人のすべて
を把握する場所が、いきいきサロンです。過言かな？（＾） ＾）
みんな元気で楽しく一日でも長く地域で暮らそう〝で〟支援センターをフル活用！！
　参加者はゲームで汗出し、ボランティアの方達は食事作りで汗出し、みんなが喜んで食する顔で
「次回は何作ろうか」と地元乙丸野菜に合せたメニューを考え、気合いを入れてはげんでいます。
もう10数年も続くのかと　ざっくりと気おわずやってる　ひまわりの様な明るいサロンです。

　災害義援金は、被災された方に対して、生活再建のためのお見舞金を給付する制度で、寄せ
られた義援金は全額被災された方に届けられます。
　各都道府県共同募金会に寄せられた義援金は、被災県の共同募金会を経由し、被災県に送金
されます。
　被災県は、共同募金会や日本赤十字社等から寄せられた義援金を取りまとめ、被災県、被災
県共同募金会、日本赤十字社県支部などで構成する義援金配分委員会の決定に基づいて、被災
者に義援金を公平に配分します。
　被災者が安心できる生活を一刻も早く取り戻すため、災害義援金は役立てられています。

　平成28年４月14日以降、熊本地方を震源とした地震に
より被災されました方々に対しまして、心よりお見舞い申
し上げます。
　福岡県共同募金会飯塚市支会では、被災された方々を
支援することを目的に、義援金の受付を行っております。
　お寄せいただいた義援金は、被災地の復興を願い、熊
本県共同募金会を通じて、被災された方々へ配分されま
す。募金くださいました皆様に心より感謝申し上げます。
　５月19日現在、748,533円の義援金が集まりましたの
で全額を熊本県共同募金会に送金しました。
　引き続き義援金募金をよろしくお願いいたします。

福岡県共同募金会飯塚市支会

義援金が被災者に届けられるまで

被
災
さ
れ
た
方

被
災
市
区
町
村

義
援
金
配
分
委
員
会

（
被
災
県
が
設
置
）

被
災
県
共
同
募
金
会

寄　

付　

者

福
岡
県
共
同
募
金
会

　去る平成27年９月19日（土）から平成28年２月17日（水）まで、23回にわたり、サン・アビリ
ティーズいいづかにて、手話奉仕員養成講座（基礎課程）が開催されました。27名の方が受講され、
修了者は19名でした。
（以下、受講生のアンケートから）
・様々な日本手話の表現方法を学ぶことができて本当に面白かったです。
・冗談や豆知識、その手話の由来などを交えての授業が面白かったです。
・丁寧に面白く教えてくださり、ろうあ者や制度の現状を
　知ることができて、とても勉強になりました。
・慣れるまで表情を表すのが大変でしたが、勉強を重ねるうちに自然と表情を表すことができるよう
になりました。

・厳しい差別の歴史などを学び、勉強するたびに聞こえない中で生活することの大変さを痛感しまし
た。これからまたもっと努力して、今までの出会いを大切にしていきたいと思います。

・どうして手話ができたのか、お話を聞いて感動しました。

いきいきサロン訪問記 乙 丸

民生委員　宇野静子

平成27年度飯塚市手話奉仕員養成講座（基礎課程）
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市
民
の
皆
様
か
ら
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
と
し
て
香
典
返
し
等
た

く
さ
ん
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
家
族
の
意
思
に
沿
い
、
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
事
業
実
施
し
て
い
ま
す
、
子
育
て
事
業
、
障
が

い
児
・
者
生
活
支
援
事
業
、
高
齢
者
生
活
支
援
事
業

並
び
に
各
福
祉
団
体
の
活
動
助
成
金
な
ど
へ
大
切
な

財
源
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
寄
附
金
額
等
の
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、

寄
附
者
ご
本
人
の
ご
意
向
に
よ
り
、
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

◆
平
成
二
十
八
年
二
月
一
日
〜

　
　
　
　

平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
一
日
受
付
分

《
飯
塚
市
社
協
へ
の
寄
附
》

【
本
所
受
付
分
】

《
一
般
寄
付
》

◇　

 

飯
塚
市
婦
人
会

◇
一
万
円 

絆
デ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム（
株
）

◇
千
八
百
三
円 

平
山　

日
出
子
様

《
香
典
寄
付
》

飯
塚
地
区

◇
三
万
円　

徳
前
第
二　

藤
井　

千
世
様 

（
故　

百
世
様
）

◇　
　
　
　

徳
前
第
二　

砂
川　
　

清
様 

（
故　

博
子
様
）

立
岩
地
区　

◇
三
万
円　

芳　
　

雄　

時
枝　

ハ
ツ
子
様 

（
故　

信
二
様
）

◇
二
万
円　

柏
の
森　

石
川　
　

晋
様 

（
故　

マ
ス
ノ
様
）

二
瀬
地
区

◇
三
万
円　

東
新
町　

長
岡　

春
雄
様 

（
故　

美
枝
子
様
）

◇
五
万
円　

西
川
津　

辻
塚　

康
夫
様 

（
故　

美
代
子
様
）

◇
三
万
円　

伊
川
乙
丸　

香
月　
　

洋
様 

（
故　

ミ
ス
子
様
）

◇
一
万
円　

伊
川
乙
丸　

吉
泉　
　

繁
様 

（
故　

フ
ミ
カ
様
）

◇
三
万
円　

東
横
田　

大
隈　

ヨ
シ
子
様 

（
故　

重
男
様
）

◇
二
万
円　

中
央
区　

花
山　

シ
ズ
子
様 

（
故　

國
春
様
）

◇
三
万
円　

相　
　

田　

奥
野　

嘉
知
様 

（
故　

嘉
一
郎
様
）

菰
田
地
区

◇
三
万
円　

元　
　

宮　

岩
永　

栄
子
様 

（
故　

光
昭
様
）

幸
袋
地
区

◇
一
万
円　

庄　
　

司　

市
吉　

俊
明
様 

（
故　

妙
美
様
）

◇
三
万
円　

庄　
　

司　

野
見
山　

若
枝
様 （

故　

登
志
雄
様
）

◇
二
万
円　

庄　
　

司　

安
藤　

耕
司
様 

（
故　

一
枝
様
）

鎮
西
地
区

◇
二
万
円　

明
星
寺　

岡
松　

豊
寛
様 

（
故　

ウ
メ
子
様
）

◇
二
万
円　

大
日
寺　

綱
分　

キ
ミ
子
様 

（
故　

藤
身
様
）

◇
二
万
円　

潤
野
下　

和
多　

明
彦
様 

（
故　

シ
ミ
様
）

◇　
　
　
　

潤
野
上　

大
里　

美
佐
子
様 

（
故　

充
法
様
）

【
穂
波
支
所
受
付
分
】

《
指
定
寄
付
》

◇
穂
波
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

《
香
典
寄
付
》

◇
秋　
　

松　

園
田　

キ
ヨ
子
様 

（
故　

洋
一
様
）

◇
秋　
　

松　

長
谷
川　

チ
ヅ
ヨ
様 

（
故　

豊
様
）

◇
松
ヶ
瀬　

神
﨑　

文
明
様 

（
故　

六
之
助
様
）

◇
松
ヶ
瀬　

有
吉　

公
男
様 

（
故　

美
佐
子
様
）

◇
忠
隈
二
区　

権
藤　

信
子
様 
（
故　

敏
司
様
）

◇
楽　
　

市　

吉
村　

輝
子
様 
（
故　

兼
重
様
）

◇
楽　
　

市　

本
松　

好
美
様 
（
故　

健
様
）

◇
楽　
　

市　

池
隅　

雄
二
様 

（
故　

池
浦
和
嘉
様
）

◇
楽
市
東　

松
尾　

秀
子
様 

（
故　

敏
喜
様
）

◇
平　
　

恒　

秋
山　
　

学
様 

（
故　

ク
ニ
子
様
）

◇
平　
　

恒　

岩
下　

和
久
様 

（
故　

久
子
様
）

◇
平
恒
本
町　

古
賀　

正
朗
様 

（
故　

ヤ
エ
子
様
）

◇
太
郎
丸
一
区　

日
野　

和
子
様 

（
故　

博
之
様
）

◇
高　
　

田　

野
中　

峰
子
様 

（
故　

年
明
様
）

◇
高　
　

田　

小
金
丸　

富
茂
様 

（
故　

正
子
様
）

◇
高　
　

田　

川
上　

祐
典
様 

（
故　

正
博
様
）

◇
高　
　

田　

髙
伏　

久
枝
様　
　

 

　
（
故　

元
樹
様
）

◇
小
正
一
区　

樋
口　

昭
子
様 

（
故　

佐
々
木
幸
雄
様
）

◇
小
正
高
畑　

有
松　

ト
ク
コ
様　

 

　
（
故　

清
太
郎
様
）

◇
枝
国
一
区　

松
尾　

二
枝
様　
　
　

 

　
（
故　

英
和
様
）

◇
枝
国
二
区　

早
原　

裕
二
様　
　
　

 

　
（
故　

ク
ニ
ヨ
様
）

◇
枝
国
二
区　

副
島　

秀
三
郎
様　
　

 

　
（
故　

泰
子
様
）

【
筑
穂
支
所
受
付
分
】

《
香
典
寄
付
》

◇
う
ぐ
い
す
台　

吉
田　

忠
孝
様 

（
故　

妙
子
様
）

◇
大　
　

分　

山
下　
　

壽
様 

（
故　

正
喜
様
）

◇
三
万
円　

浦
田　

平
埜　

廣
行
様 

（
故　

ヤ
エ
子
様
）

◇
阿　
　

恵　

 
 

（
故　

城
戸　

友
光
様
）

《
桜
の
園
へ
指
定
寄
付
》

◇
筑
穂
元
吉　

中
西　

敏
弘
様 

（
故　

絹
代
様
）

《
筑
穂
地
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
久
保
山　

大
久
保　

敏
昭
様 

（
故　

昭
夫
様
）

◇
大　
　

分　

本
荘　

和
代
様 

（
故　

末
吉　

ナ
ツ
エ
様
）

◇
う
ぐ
い
す
台　

小
河　

誠
司
様 

（
故　

シ
ズ
ヱ
様
）

◇
嘉　
　

穂　

谷
口　

邦
子
様 

（
故　

雅
則
様
）

◇
嘉　
　

穂　

溝
田　

眞
理
子
様 

（
故　

ツ
カ
様
）

◇
山　
　

口　

芳
野　

優
子
様 

（
故　

潮
様
）

◇
山　
　

口　

和
田　

ヨ
シ
子
様 

（
故　

満
城
様
）

◇
馬　
　

敷　

瓜
生　

寿
子
様 

（
故　

洋
介
様
）

◇
筑
穂
元
吉　

城
戸　

康
幸
様 

（
故　

竹
次
郎
様
）

◇
浦　
　

田　

古
野　
　

武
様 

（
故　

キ
ミ
ヱ
様
）

◇
筑
穂
栄
町　

吉
村　

紘
幸
様 

（
故　

琢
也
様
）

◇
長
尾
東
団
地　

松
隈
み
ゆ
き
様 

（
故　

藤
井　

ト
メ
子
様
）

◇
阿　
　

恵　

麹
丸　

繁
己
様 

（
故　

陽
子
様
）

◇
下　
　

揚　

今
住　

勝
美
様 

（
故　

サ
ダ
ヨ
様
）

◇
上　
　

揚　

藤
井　

克
美
様 

（
故　

好
次
様
）

◇　
　
　
　
　

菰
方　

義
隆
様 

（
故　

弘
子
様
）

◇
一
万
円　
　

匿　

名

【
庄
内
支
所
受
付
分
】 

《
香
典
寄
附
》 

◇
す
だ
れ
石　

八
木　

宗
平
様 

（
故　

玉
枝
様
）

【
頴
田
支
所
受
付
分
】

《
香
典
寄
附
》

◇
東
佐
與　

本
松　

伸
二
様　

 

（
故　

イ
ツ
コ
様
）

◇
東
佐
與　

久
保　

嘉
壽
恵
様 

（
故　

忠
博
様
）

◇
石　
　

丸　

田
代　

京
子
様　

 

（
故　

若
子
様
）

◇
石　
　

丸　

田
代　

礼
子
様　

 

（
故　

利
男
様
）

◇
石
丸
団
地
２　

川
村　

義
市
様 

（
故　

ヒ
ナ
子
様
）

◇
口　
　

原　

永
津　

美
津
子
様 

（
故　

昭
彦
様
）

◇
石
丸
団
地
３　

廣
松　

ヒ
デ
子
様 

（
故　

三
男
様
）

《
地
区
社
協
へ
の
寄
付
》

飯
塚
地
区

◇
五
万
円　

中
本
町　

小
村　

英
子
様 

（
故　

一
重
様
）

◇
五
万
円　
　
　
　
　
　

山
下　

新
一
郎
様（

故　

カ
メ
子
様
）

飯
塚
東
地
区

◇　
　
　

大
分
う
ぐ
い
す
台　

吉
田　

忠
孝
様

 
 

（
故　

妙
子
様
）

鯰
田
地
区

◇
二
万
円　

簀
子
町　

月
原　
　

茂
様 

（
故　

久
義
様
）

◇
三
万
円　

上　
　

町　

糸
永　

奈
々
子
様 

（
故　

寛
様
）

菰
田
地
区

◇
二
万
円　

元　
　

宮　

岩
永　

栄
子
様 

（
故　

光
昭
様
）

◇
一
万
円　

大　
　

新　

佐
藤　
　

定
様（

故　

星
野　

洋
一
様
）

◇
五
万
円　

木
の
花　

古
野　

須
磨
子
様 

（
故　

忠
憲
様
）

二
瀬
地
区

◇
三
万
円　

東
新
町　

長
岡　

春
雄
様 

（
故　

美
枝
子
様
）

◇
三
万
円　

高
雄
区　

深
野　

妃
砂
子
様

（
故　

二
俣　

マ
サ
子
様
）

鎮
西
地
区

◇
二
万
円　

明
星
寺　

岡
松　

豊
寛
様 

（
故　

ウ
メ
子
様
）

◇
二
万
円　

潤
野
下　

和
多　

明
彦
様 

（
故　

シ
ミ
様
）

◇
三
万
円　

蓮
台
寺　

岡
松　

正
明
様 

（
故　

み
ね
様
）

◇
三
万
円　

大
日
寺　

中
野　

清
子
様 

（
故　

毅
様
）

◇
二
万
円　

大
日
寺　

天
野　

マ
チ
子
様 

（
故　

哲
哉
様
）

◇
三
万
円　

蓮
台
寺　

小
山　

茂
寿
様 

（
故　

禎
子
様
）

◇
三
万
円　

潤
野
上　

岡
部　

美
延
子
様 

（
故　

勝
利
様
）

幸
袋
地
区

◇
一
万
円　

庄　
　

司　

野
見
山　

若
枝
様（

故　

登
志
雄
様
）

◇
二
万
円　

緑
ヶ
丘　

尾
花　

英
治
様 

（
故　

惠
子
様
）

◇
二
万
円　

栄
町
三
丁
目　

山
本　

忠
雄
様 

（
故　

陽
子
様
）

◇
二
万
円　
　
　
　
　
　

伏
原　

圭
司
様 

（
故　

曻
様
）

◇
一
万
円　

庄　
　

司　

安
藤　

耕
司
様 

（
故　

一
枝
様
）

《
楽
市
校
区
西
社
協
へ
香
典
寄
附
》

◇
松
ヶ
瀬　

藤
川　

章
治
様　
　

 

　
（
故　

万
里
様
）

◇
楽　
　

市　

本
松　

好
美
様　
　
　

 

　
（
故　

健
様
）

◇
楽
市
東　

松
尾　

秀
子
様　
　
　

 

　
（
故　

敏
喜
様
）

《
椋
本
校
区
社
協
へ
香
典
寄
附
》

◇
弁　
　

分　

臼
井　

い
つ
子
様　
　

 　
（
故　

フ
サ
子
様
）

◇
天　
　

道　

井
上　

早
苗
様　

 

　
（
故　

重
稔
様
）

《
髙
田
校
区
社
協
へ
香
典
寄
附
》

◇
高　
　

田　

小
金
丸　

富
茂
様　

 

　
（
故　

正
子
様
）

◇
高　
　

田　

川
上　

祐
典
様　
　

 

（
故　

正
博
様
）

◇
高　
　

田　

髙
伏　

久
枝
様　
　

 

　
（
故　

元
樹
様
）

《
若
菜
校
区
社
協
へ
香
典
返
し
》

◇
小
正
一
区　

西
園　

信
雄
様　

 

　
（
故　

壽
子
様
）

◇
枝
国
三
区　

田
中　

重
利
様 

（
故　

ツ
ル
ヱ
様
）

《
庄
内
地
区
社
協
へ
香
典
寄
附
》 

◇
高　
　

倉　

野
見
山　

シ
ズ
ヱ
様　

 

（
故　

道
夫
様
）

◇
鳥　
　

羽　

三
浦　

千
代
子
様　
　

 

（
故　

昭
典
様
）

◇
赤　
　

松　

池
内　

俊
二
様　
　
　

 

（
故　

シ
ゲ
ル
様
）

◇
庄
内
元
吉　

嶋
田　

靖
代
様　
　
　

 

（
故　

剛
様
）

◇
栄　
　

町　

黒
石　
　

巌
様　
　
　
　

 

（
故　

ミ
ツ
ヨ
様
）

◇
す
だ
れ
石　

八
木　

宗
平
様　
　
　

 

（
故　

玉
枝
様
）

◇
本　
　

村　

川
原
田　

ナ
ツ
ミ
様　

 

（
故　

良
夫
様
）

◇
旭　
　

台　

藤
原　

克
美
様　
　
　

 

（
故　

ス
ミ
コ
様
）

◇
綱　
　

分　

高
津　

洋
子
様 

（
故　

花
岡　

喜
三
様
）

◇
有　
　

井　

竹
内　

絹
子
様　
　
　

 

（
故　

孝
子
様
）

《
地
区
へ
の
寄
付
》

飯
塚
地
区

◇
三
万
円　

徳
前
第
二
自
治
会　

藤
井　

千
世
様

 
 

（
故　

百
世
様
）

立
岩
地
区

◇
一
万
円　

柏
の
森
自
治
会　

石
川　
　

晋
様

 
 

（
故　

マ
ス
ノ
様
）

二
瀬
地
区

◇　
　
　
　

西
川
津
自
治
会　

辻
塚　

康
夫
様

 

（
故　

美
代
子
様
）

◇　
　
　
　

隣
組
三
の
一
組　

辻
塚　

康
夫
様

 

（
故　

美
代
子
様
）

鎮
西
地
区

◇
三
万
円　

北
谷
区　

岡
松　

豊
寛
様 

（
故　

ウ
メ
子
様
）

◇
二
万
円　

潤
野
下
自
治
会　

和
多　

明
彦
様 

 
 

（
故　

シ
ミ
様
）

◇　
　
　
　

潤
野
上
自
治
会　

大
里　

美
佐
子
様

 
 

（
故　

充
法
様
）

▼
本
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
で
、
他
の

「
福
祉
団
体
等
」
へ
の
寄
付
も
あ
わ
せ
て

掲
載
い
た
し
ま
す
。

▼
本
会
に
寄
付
が
な
く
て
も
地
区
社
協
へ
ご

寄
付
さ
れ
た
方
は
掲
載
い
た
し
ま
す
。
但

し
、
他
の
福
祉
団
体
等
へ
の
寄
付
分
は
掲

載
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ

い
。

お　

知　

ら　

せ

http://www.fukushi-work.jp

福祉人材バンク
〒820-0011
飯塚市柏の森956-4
☎（0948）23-2210

筑豊
地区

社会福祉法人　飯塚市社会福祉協議会

応援します！

福祉の仕事

福祉の仕事、資格等に関するご質問が
ございましたらお気軽にお問い合せ下さい。

◆相談受付/9:00～16:30
◆定 休 日/土・日・祝　　　 

インターネットで求職できます

福祉の職場で活躍したい方と
福祉人材を求めている施設との
マッチング・仲介を行っています。

筑穂収集ボランティア

　みなさんからたくさん集
めていただいたプルタブで
車いすを購入し穂波支所へ
寄贈していただきました。

潤野小学校

　児童会が中心となって
集めたプルタブを、広報
委員の皆さんが届けて
くださいました。

飯塚市婦人会穂波支部

　飯塚市婦人会穂波支部の方々より
たくさんのプルタブを集めていただ
き、飯塚市社会福祉協議会穂波支所
へ寄贈いただきました。このプルタブ
は、車いすに変える一部になります。

・ガールスカウト福岡県第35団
・幸袋小学校
・幸袋公民館
の皆さんからも沢山の
プルタブをいただきました。

菰
田
地
区

◇
五
万
円　

元
宮
自
治
会　

岩
永　

栄
子
様 

（
故　

光
昭
様
）

《
頴
田
地
区
社
協
へ
香
典
寄
附
》

◇
東
佐
與　

本
松　

伸
二
様　

 

（
故　

イ
ツ
コ
様
）

◇
口　
　

原　

田
中　

道
子
様　

 

（
故　

清
和
様
）

◇
東
勢
田
２　

堀
江　

孝
幸
様　

 

（
故　

ト
モ
エ
様
）

◇
西
佐
與　

田
才　

貴
子
様 

（
故　

正
彦
様
）
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ご
芳
志
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た



　

市
民
の
皆
様
か
ら
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
と
し
て
香
典
返
し
等
た

く
さ
ん
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
家
族
の
意
思
に
沿
い
、
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
事
業
実
施
し
て
い
ま
す
、
子
育
て
事
業
、
障
が

い
児
・
者
生
活
支
援
事
業
、
高
齢
者
生
活
支
援
事
業

並
び
に
各
福
祉
団
体
の
活
動
助
成
金
な
ど
へ
大
切
な

財
源
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
寄
附
金
額
等
の
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、

寄
附
者
ご
本
人
の
ご
意
向
に
よ
り
、
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

◆
平
成
二
十
八
年
二
月
一
日
〜

　
　
　
　

平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
一
日
受
付
分

《
飯
塚
市
社
協
へ
の
寄
附
》

【
本
所
受
付
分
】

《
一
般
寄
付
》

◇　

 

飯
塚
市
婦
人
会

◇
一
万
円 

絆
デ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム（
株
）

◇
千
八
百
三
円 

平
山　

日
出
子
様

《
香
典
寄
付
》

飯
塚
地
区

◇
三
万
円　

徳
前
第
二　

藤
井　

千
世
様 

（
故　

百
世
様
）

◇　
　
　
　

徳
前
第
二　

砂
川　
　

清
様 

（
故　

博
子
様
）

立
岩
地
区　

◇
三
万
円　

芳　
　

雄　

時
枝　

ハ
ツ
子
様 

（
故　

信
二
様
）

◇
二
万
円　

柏
の
森　

石
川　
　

晋
様 

（
故　

マ
ス
ノ
様
）

二
瀬
地
区

◇
三
万
円　

東
新
町　

長
岡　

春
雄
様 

（
故　

美
枝
子
様
）

◇
五
万
円　

西
川
津　

辻
塚　

康
夫
様 

（
故　

美
代
子
様
）

◇
三
万
円　

伊
川
乙
丸　

香
月　
　

洋
様 

（
故　

ミ
ス
子
様
）

◇
一
万
円　

伊
川
乙
丸　

吉
泉　
　

繁
様 

（
故　

フ
ミ
カ
様
）

◇
三
万
円　

東
横
田　

大
隈　

ヨ
シ
子
様 

（
故　

重
男
様
）

◇
二
万
円　

中
央
区　

花
山　

シ
ズ
子
様 

（
故　

國
春
様
）

◇
三
万
円　

相　
　

田　

奥
野　

嘉
知
様 

（
故　

嘉
一
郎
様
）

菰
田
地
区

◇
三
万
円　

元　
　

宮　

岩
永　

栄
子
様 

（
故　

光
昭
様
）

幸
袋
地
区

◇
一
万
円　

庄　
　

司　

市
吉　

俊
明
様 

（
故　

妙
美
様
）

◇
三
万
円　

庄　
　

司　

野
見
山　

若
枝
様 （

故　

登
志
雄
様
）

◇
二
万
円　

庄　
　

司　

安
藤　

耕
司
様 

（
故　

一
枝
様
）

鎮
西
地
区

◇
二
万
円　

明
星
寺　

岡
松　

豊
寛
様 

（
故　

ウ
メ
子
様
）

◇
二
万
円　

大
日
寺　

綱
分　

キ
ミ
子
様 

（
故　

藤
身
様
）

◇
二
万
円　

潤
野
下　

和
多　

明
彦
様 

（
故　

シ
ミ
様
）

◇　
　
　
　

潤
野
上　

大
里　

美
佐
子
様 

（
故　

充
法
様
）

【
穂
波
支
所
受
付
分
】

《
指
定
寄
付
》

◇
穂
波
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

《
香
典
寄
付
》

◇
秋　
　

松　

園
田　

キ
ヨ
子
様 

（
故　

洋
一
様
）

◇
秋　
　

松　

長
谷
川　

チ
ヅ
ヨ
様 

（
故　

豊
様
）

◇
松
ヶ
瀬　

神
﨑　

文
明
様 

（
故　

六
之
助
様
）

◇
松
ヶ
瀬　

有
吉　

公
男
様 

（
故　

美
佐
子
様
）

◇
忠
隈
二
区　

権
藤　

信
子
様 

（
故　

敏
司
様
）

◇
楽　
　

市　

吉
村　

輝
子
様 

（
故　

兼
重
様
）

◇
楽　
　

市　

本
松　

好
美
様 

（
故　

健
様
）

◇
楽　
　

市　

池
隅　

雄
二
様 

（
故　

池
浦
和
嘉
様
）

◇
楽
市
東　

松
尾　

秀
子
様 

（
故　

敏
喜
様
）

◇
平　
　

恒　

秋
山　
　

学
様 

（
故　

ク
ニ
子
様
）

◇
平　
　

恒　

岩
下　

和
久
様 

（
故　

久
子
様
）

◇
平
恒
本
町　

古
賀　

正
朗
様 

（
故　

ヤ
エ
子
様
）

◇
太
郎
丸
一
区　

日
野　

和
子
様 

（
故　

博
之
様
）

◇
高　
　

田　

野
中　

峰
子
様 

（
故　

年
明
様
）

◇
高　
　

田　

小
金
丸　

富
茂
様 

（
故　

正
子
様
）

◇
高　
　

田　

川
上　

祐
典
様 

（
故　

正
博
様
）

◇
高　
　

田　

髙
伏　

久
枝
様　
　

 

　
（
故　

元
樹
様
）

◇
小
正
一
区　

樋
口　

昭
子
様 

（
故　

佐
々
木
幸
雄
様
）

◇
小
正
高
畑　

有
松　

ト
ク
コ
様　

 

　
（
故　

清
太
郎
様
）

◇
枝
国
一
区　

松
尾　

二
枝
様　
　
　

 

　
（
故　

英
和
様
）

◇
枝
国
二
区　

早
原　

裕
二
様　
　
　

 

　
（
故　

ク
ニ
ヨ
様
）

◇
枝
国
二
区　

副
島　

秀
三
郎
様　
　

 

　
（
故　

泰
子
様
）

【
筑
穂
支
所
受
付
分
】

《
香
典
寄
付
》

◇
う
ぐ
い
す
台　

吉
田　

忠
孝
様 

（
故　

妙
子
様
）

◇
大　
　

分　

山
下　
　

壽
様 

（
故　

正
喜
様
）

◇
三
万
円　

浦
田　

平
埜　

廣
行
様 

（
故　

ヤ
エ
子
様
）

◇
阿　
　

恵　

 
 

（
故　

城
戸　

友
光
様
）

《
桜
の
園
へ
指
定
寄
付
》

◇
筑
穂
元
吉　

中
西　

敏
弘
様 

（
故　

絹
代
様
）

《
筑
穂
地
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
久
保
山　

大
久
保　

敏
昭
様 

（
故　

昭
夫
様
）

◇
大　
　

分　

本
荘　

和
代
様 

（
故　

末
吉　

ナ
ツ
エ
様
）

◇
う
ぐ
い
す
台　

小
河　

誠
司
様 

（
故　

シ
ズ
ヱ
様
）

◇
嘉　
　

穂　

谷
口　

邦
子
様 

（
故　

雅
則
様
）

◇
嘉　
　

穂　

溝
田　

眞
理
子
様 

（
故　

ツ
カ
様
）

◇
山　
　

口　

芳
野　

優
子
様 

（
故　

潮
様
）

◇
山　
　

口　

和
田　

ヨ
シ
子
様 

（
故　

満
城
様
）

◇
馬　
　

敷　

瓜
生　

寿
子
様 

（
故　

洋
介
様
）

◇
筑
穂
元
吉　

城
戸　

康
幸
様 

（
故　

竹
次
郎
様
）

◇
浦　
　

田　

古
野　
　

武
様 

（
故　

キ
ミ
ヱ
様
）

◇
筑
穂
栄
町　

吉
村　

紘
幸
様 

（
故　

琢
也
様
）

◇
長
尾
東
団
地　

松
隈
み
ゆ
き
様 

（
故　

藤
井　

ト
メ
子
様
）

◇
阿　
　

恵　

麹
丸　

繁
己
様 

（
故　

陽
子
様
）

◇
下　
　

揚　

今
住　

勝
美
様 

（
故　

サ
ダ
ヨ
様
）

◇
上　
　

揚　

藤
井　

克
美
様 

（
故　

好
次
様
）

◇　
　
　
　
　

菰
方　

義
隆
様 

（
故　

弘
子
様
）

◇
一
万
円　
　

匿　

名

【
庄
内
支
所
受
付
分
】 

《
香
典
寄
附
》 

◇
す
だ
れ
石　

八
木　

宗
平
様 

（
故　

玉
枝
様
）

【
頴
田
支
所
受
付
分
】

《
香
典
寄
附
》

◇
東
佐
與　

本
松　

伸
二
様　

 

（
故　

イ
ツ
コ
様
）

◇
東
佐
與　

久
保　

嘉
壽
恵
様 

（
故　

忠
博
様
）

◇
石　
　

丸　

田
代　

京
子
様　

 

（
故　

若
子
様
）

◇
石　
　

丸　

田
代　

礼
子
様　

 

（
故　

利
男
様
）

◇
石
丸
団
地
２　

川
村　

義
市
様 

（
故　

ヒ
ナ
子
様
）

◇
口　
　

原　

永
津　

美
津
子
様 

（
故　

昭
彦
様
）

◇
石
丸
団
地
３　

廣
松　

ヒ
デ
子
様 

（
故　

三
男
様
）

《
地
区
社
協
へ
の
寄
付
》

飯
塚
地
区

◇
五
万
円　

中
本
町　

小
村　

英
子
様 

（
故　

一
重
様
）

◇
五
万
円　
　
　
　
　
　

山
下　

新
一
郎
様（

故　

カ
メ
子
様
）

飯
塚
東
地
区

◇　
　
　

大
分
う
ぐ
い
す
台　

吉
田　

忠
孝
様

 
 

（
故　

妙
子
様
）

鯰
田
地
区

◇
二
万
円　

簀
子
町　

月
原　
　

茂
様 

（
故　

久
義
様
）

◇
三
万
円　

上　
　

町　

糸
永　

奈
々
子
様 

（
故　

寛
様
）

菰
田
地
区

◇
二
万
円　

元　
　

宮　

岩
永　

栄
子
様 

（
故　

光
昭
様
）

◇
一
万
円　

大　
　

新　

佐
藤　
　

定
様（

故　

星
野　

洋
一
様
）

◇
五
万
円　

木
の
花　

古
野　

須
磨
子
様 

（
故　

忠
憲
様
）

二
瀬
地
区

◇
三
万
円　

東
新
町　

長
岡　

春
雄
様 

（
故　

美
枝
子
様
）

◇
三
万
円　

高
雄
区　

深
野　

妃
砂
子
様

（
故　

二
俣　

マ
サ
子
様
）

鎮
西
地
区

◇
二
万
円　

明
星
寺　

岡
松　

豊
寛
様 

（
故　

ウ
メ
子
様
）

◇
二
万
円　

潤
野
下　

和
多　

明
彦
様 

（
故　

シ
ミ
様
）

◇
三
万
円　

蓮
台
寺　

岡
松　

正
明
様 

（
故　

み
ね
様
）

◇
三
万
円　

大
日
寺　

中
野　

清
子
様 

（
故　

毅
様
）

◇
二
万
円　

大
日
寺　

天
野　

マ
チ
子
様 

（
故　

哲
哉
様
）

◇
三
万
円　

蓮
台
寺　

小
山　

茂
寿
様 

（
故　

禎
子
様
）

◇
三
万
円　

潤
野
上　

岡
部　

美
延
子
様 

（
故　

勝
利
様
）

幸
袋
地
区

◇
一
万
円　

庄　
　

司　

野
見
山　

若
枝
様（

故　

登
志
雄
様
）

◇
二
万
円　

緑
ヶ
丘　

尾
花　

英
治
様 

（
故　

惠
子
様
）

◇
二
万
円　

栄
町
三
丁
目　

山
本　

忠
雄
様 

（
故　

陽
子
様
）

◇
二
万
円　
　
　
　
　
　

伏
原　

圭
司
様 

（
故　

曻
様
）

◇
一
万
円　

庄　
　

司　

安
藤　

耕
司
様 

（
故　

一
枝
様
）

《
楽
市
校
区
西
社
協
へ
香
典
寄
附
》

◇
松
ヶ
瀬　

藤
川　

章
治
様　
　

 
　
（
故　

万
里
様
）

◇
楽　
　

市　

本
松　

好
美
様　
　
　

 
　
（
故　

健
様
）

◇
楽
市
東　

松
尾　

秀
子
様　
　
　

 

　
（
故　

敏
喜
様
）

《
椋
本
校
区
社
協
へ
香
典
寄
附
》

◇
弁　
　

分　

臼
井　

い
つ
子
様　
　

 　
（
故　

フ
サ
子
様
）

◇
天　
　

道　

井
上　

早
苗
様　

 

　
（
故　

重
稔
様
）

《
髙
田
校
区
社
協
へ
香
典
寄
附
》

◇
高　
　

田　

小
金
丸　

富
茂
様　

 

　
（
故　

正
子
様
）

◇
高　
　

田　

川
上　

祐
典
様　
　

 

（
故　

正
博
様
）

◇
高　
　

田　

髙
伏　

久
枝
様　
　

 

　
（
故　

元
樹
様
）

《
若
菜
校
区
社
協
へ
香
典
返
し
》

◇
小
正
一
区　

西
園　

信
雄
様　

 

　
（
故　

壽
子
様
）

◇
枝
国
三
区　

田
中　

重
利
様 

（
故　

ツ
ル
ヱ
様
）

《
庄
内
地
区
社
協
へ
香
典
寄
附
》 

◇
高　
　

倉　

野
見
山　

シ
ズ
ヱ
様　

 

（
故　

道
夫
様
）

◇
鳥　
　

羽　

三
浦　

千
代
子
様　
　

 

（
故　

昭
典
様
）

◇
赤　
　

松　

池
内　

俊
二
様　
　
　

 

（
故　

シ
ゲ
ル
様
）

◇
庄
内
元
吉　

嶋
田　

靖
代
様　
　
　

 

（
故　

剛
様
）

◇
栄　
　

町　

黒
石　
　

巌
様　
　
　
　

 

（
故　

ミ
ツ
ヨ
様
）

◇
す
だ
れ
石　

八
木　

宗
平
様　
　
　

 

（
故　

玉
枝
様
）

◇
本　
　

村　

川
原
田　

ナ
ツ
ミ
様　

 

（
故　

良
夫
様
）

◇
旭　
　

台　

藤
原　

克
美
様　
　
　

 

（
故　

ス
ミ
コ
様
）

◇
綱　
　

分　

高
津　

洋
子
様 

（
故　

花
岡　

喜
三
様
）

◇
有　
　

井　

竹
内　

絹
子
様　
　
　

 

（
故　

孝
子
様
）

《
地
区
へ
の
寄
付
》

飯
塚
地
区

◇
三
万
円　

徳
前
第
二
自
治
会　

藤
井　

千
世
様

 
 

（
故　

百
世
様
）

立
岩
地
区

◇
一
万
円　

柏
の
森
自
治
会　

石
川　
　

晋
様

 
 

（
故　

マ
ス
ノ
様
）

二
瀬
地
区

◇　
　
　
　

西
川
津
自
治
会　

辻
塚　

康
夫
様

 

（
故　

美
代
子
様
）

◇　
　
　
　

隣
組
三
の
一
組　

辻
塚　

康
夫
様

 

（
故　

美
代
子
様
）

鎮
西
地
区

◇
三
万
円　

北
谷
区　

岡
松　

豊
寛
様 

（
故　

ウ
メ
子
様
）

◇
二
万
円　

潤
野
下
自
治
会　

和
多　

明
彦
様 

 
 

（
故　

シ
ミ
様
）

◇　
　
　
　

潤
野
上
自
治
会　

大
里　

美
佐
子
様

 
 

（
故　

充
法
様
）

▼
本
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
で
、
他
の

「
福
祉
団
体
等
」
へ
の
寄
付
も
あ
わ
せ
て

掲
載
い
た
し
ま
す
。

▼
本
会
に
寄
付
が
な
く
て
も
地
区
社
協
へ
ご

寄
付
さ
れ
た
方
は
掲
載
い
た
し
ま
す
。
但

し
、
他
の
福
祉
団
体
等
へ
の
寄
付
分
は
掲

載
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ

い
。

お　

知　

ら　

せ

http://www.fukushi-work.jp

福祉人材バンク
〒820-0011
飯塚市柏の森956-4
☎（0948）23-2210

筑豊
地区

社会福祉法人　飯塚市社会福祉協議会

応援します！

福祉の仕事

福祉の仕事、資格等に関するご質問が
ございましたらお気軽にお問い合せ下さい。

◆相談受付/9:00～16:30
◆定 休 日/土・日・祝　　　 

インターネットで求職できます

福祉の職場で活躍したい方と
福祉人材を求めている施設との
マッチング・仲介を行っています。

筑穂収集ボランティア

　みなさんからたくさん集
めていただいたプルタブで
車いすを購入し穂波支所へ
寄贈していただきました。

潤野小学校

　児童会が中心となって
集めたプルタブを、広報
委員の皆さんが届けて
くださいました。

飯塚市婦人会穂波支部

　飯塚市婦人会穂波支部の方々より
たくさんのプルタブを集めていただ
き、飯塚市社会福祉協議会穂波支所
へ寄贈いただきました。このプルタブ
は、車いすに変える一部になります。

・ガールスカウト福岡県第35団
・幸袋小学校
・幸袋公民館
の皆さんからも沢山の
プルタブをいただきました。

菰
田
地
区

◇
五
万
円　

元
宮
自
治
会　

岩
永　

栄
子
様 

（
故　

光
昭
様
）

《
頴
田
地
区
社
協
へ
香
典
寄
附
》

◇
東
佐
與　

本
松　

伸
二
様　

 

（
故　

イ
ツ
コ
様
）

◇
口　
　

原　

田
中　

道
子
様　

 

（
故　

清
和
様
）

◇
東
勢
田
２　

堀
江　

孝
幸
様　

 

（
故　

ト
モ
エ
様
）

◇
西
佐
與　

田
才　

貴
子
様 

（
故　

正
彦
様
）
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ご
芳
志
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た



　この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金の一部、皆様方の寄付金により発行させていただいております。

●音訳いいづかとは？どんなことしているの？
飯塚市社会福祉協議会に所属しているボランティア団体です。
文字で書いてあるものを読んで録音し（音訳）、テープやCDを
作製して目の不自由な方や高齢など文字を読むのが困難な方
に届けています。
●録音図書（テープ・CD）を作製し貸し出しています。（会独自の活
動）
　色々なジャンルの本を録音、テープ図書・デイジー図書（CD）を
作製して、貸し出しています。
●音訳・朗読ボランティア養成講座の開催（社会福祉協議会主催）
に協力しています。
　毎年６月第１・2・3・4土曜日に開催しています。
　是非受講していただき「音訳いいづか」へご入会下さい。
　お待ちしています。

※ご近所に目の不自由な方がいらっしゃったら教えてあげて下さい。
テープやCDの貸出をご希望の方は
飯塚市社会福祉協議会（☎0948-23-2210）にお問い合せ下さい。
録音や例会の見学も歓迎します。よろしくお願いします。

　「認知症サポーター」とは、認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を支援
する応援者です。
　あなたも認知症サポーターになって、自分の家族や友人、知人、地域の方が
安心して暮らせる応援者の一人になりませんか。
　飯塚市社会福祉協議会では、今年度、下記の様に認知症サポーター市民講
座、認知症サポーターフォローアップ研修を予定しております。
　日時等については、随時、市報もしくは社協だよりでお知らせいたします。
　「安心して暮らせるまち」をめざす第1歩として、皆様のご参加をお待ちして
おります。

音訳いいづかです

　飯塚東地区社協共催事業で行っております「おやっとこっと」は
奇数月の第３木曜日の１０時から飯塚東公民館にて開催していま
す。
※７月とH29年３月のみ庄内ハーモニーで開催します。
５月はプラパンを使用し、キーホルダーとアクセサリーを作成しま
した。毎回情報交換などをして楽しい時間を過ごしています。
　今年度も楽しい企画を考えていますので、ぜひご参加ください。

《次回の開催予定》
　日　時　７月２１日（木）
　　　　　１０：００～
　場　所　庄内ハーモニー
　内　容　未定
　参加費　１００円

《お問合わせ・申込先》
　飯塚市社会福祉協議会　担当：杉本
　TEL０９４８－２３－２２１０

　飯塚市社会福祉協議会では、子どもたちの余暇
活動の充実や居場所づくりを行うことを目的と
した「障がい児日曜ひろば」を開催致します。内容
は下記の通りです。学生ボランティアと一緒に休
日を楽しんでみませんか？

•と　き／平成28年６月26日（第４日曜日）
　　　　　以降平成28年７月から
　　　　　平成29年３月までは第２日曜日
　　　　　午前10時～午後３時
•ところ／つどいの広場いいづか
•利用料／１日あたり1,000円
•定　員／若干名
•対　象／小学生～高校生までの障がい児
•必要なもの／お弁当、お茶、着替えなど

　＊お問い合わせ・申込先
　飯塚市社会福祉協議会ボランティアセンター
　電話：０９４８－２４－４５００（担当：杉本）
　＊学生ボランティアさんも募集しています。

障がい児日曜ひろば
（障がい児預かり事業）を開催します。

子子子子子子
育育育育育 てててて サササササ

ロロロ
ンンンンン

おやっとこっと

☆アクセサリー☆☆キーホルダー☆

平成28年度認知症サポーター
養成講座開催のお知らせ

認知症サポーター
養成講座

（市民講座）

認知症サポーター
養成講座

（市民講座）

認知症サポーター
フォローアップ研修

H28年6月18日（土）
9：30～12：00

H28年12月上旬
（予定）

H28年9月24日（土）
9：30～12：00

飯塚市立岩公民館
第１研修室

庄内保健福祉総合
センターハーモニー

多機能室

未定

飯塚市内に在住また
は在勤、在学の方

飯塚市内に在住また
は在勤、在学の方

認知症サポーター
養成講座を受講した
事がある人

参加要件場　所日　時内　容

どうぞ
  よろしく

《お問い合わせ・申込先》
　飯塚市社会福祉協議会  穂波支所　TEL０９４８－２９－５５２０（担当：岡松）
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◆心配ごと相談日◆

◆飯塚本所　☎0948-23-2210
◆穂波支所　☎0948-29-5520
◆筑穂支所　☎0948-72-3085
◆庄内支所　☎0948-82-4736
◆頴田支所　☎09496-2-5855

※飯塚本所（第2金曜日）穂波支所（第4火曜日）筑穂支所（第1水曜日）庄内支所（第3木曜日）頴田支所（第4木曜日）

飯 塚 本 所
穂 波 支 所
筑 穂 支 所
庄 内 支 所
頴 田 支 所

７月 ８月 ９月 10月
８日
２６日
６日
２１日
２８日

 １２日
２３日
３日
１８日
２５日

９日
２７日
７日
１５日
休  

１４日
２５日
５日
２０日
２７日

（時間は、いずれも13時～15時）

心心心心心配ごごごごごごごごごとととととととととと相相相相相相相相談談談談談談所所所所所所 設設設ののののののののののののおおおおおおおおお知知知知知知らららららららららせせせせせせせせ心心心心心心心配配配配配配配配配ごごごごごごごごごととととととととととと相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談所所所所所所所所所所所所開開開開開開開開開開開設設設設設設設設設設設設ののののののののののののおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知らららららららららせせせせせせせせせ心配ごと相談所開設のお知らせ


